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令和５年度 ともに未来を創る「くるめっ子」を育成する 三潴中学校プラン

知識及び技能を習得し、これまで
の学習と関連づけ、生活場面にい
かすことができる。

課題を追求し、個別で探究的に学ん
だり、他者と話し合いながら解決した
りすることができる。

夢や目標を持ち、自ら進んで、それ
に向かって心身を鍛え、諦めずに挑
戦しようとする。

【つくる力】 【つなぐ力】 【つらぬく力】

《学校の教育目標》夢に挑戦し、幸せな未来を築く『みづまっ子』の育成

〈本年度 学校の重点目標〉自己存在感のある安心・安全な学び舎、自己学習力が高まる授業の構築

②「みづまスタイル」（単元１回以上）、「書く活動」（毎時間）を取り入れた授業づくりを行う。

①学力向上プラン「視点２」に記載
学びをつなぐ授業

協働する学校・家庭・地域笑顔の先生

②三潴中体力向上タイム(「１校１取組」運動)
（体幹を鍛える：腕立て伏せ・スクワットの実施）

・体力アップシート活用率：目標100％

【あいさつ・そうじ・自学自習】【体力向上】

①生徒会活動による朝の挨拶運動の実施（毎日）

②「無言清掃」の実施、整美委員による評価（毎日）

③家庭学習習慣化のため、自学ノートの点検や個別の
指導助言を行う（毎日）定期考査に合わせて、スロー
メディアを中学校区での取組とする。（年４回）

基盤として大切にすること（本年度の重点）

①保健体育科の授業で、柔軟性･持久性･瞬発性を
強化するサーキットトレーニングを実施する。（毎時間）

【人権・同和教育】社会の中にある差別に気付き、主体的に差別を解決しようとする生徒を育てる。

【特別支援教育】特別な教育的支援が必要な生徒の教育支援計画と指導計画の作成、学年職員やコー

ディネーターによる協働的な支援を行う。

【キャリア教育】「キャリアパスポート」を活用して、自己のキャリア形成を図る。

②地域学校協議会プラン「提言②」参照

③ Chromebook等のICT機器を活用して、教材の提示、情報収集や学習活動等の記録を行う。 (１日３回以上）

【成果指標】「 Chromebook を活用している。授業の内容がよくわかる」と答える生徒の割合が80％以上

④英語科の授業において、コミュニケーション活動に関わる４技能の充実を図る。（毎時間）

①学力向上プラン「視点４」に記載

②会議の時間厳守と資料事前配布による効率化を
図る。（毎月）

【成果指標】「先生は自分の話を
しっかり聞いてくれる」と答える
生徒の割合が80％以上

①地域学校協議会プラン「提言①」参照

③学力向上プラン「視点４」に記載

③Q-Uの活用やブロック活動を通して、自尊感情と帰属意識の高揚を図る。（毎学期）
行動目標（時・場・礼）が定着できるよう生徒会活動との連携を図る。（毎月）

楽しい学校
①「くるめアクションプラン」に基づき、全職員で対応を徹底する。（毎日）
いじめ・不登校対策委員会でケースに応じた対応策を検討し、全職員で共有する。（毎週）
学校生活の状況や日常の悩みを把握し、解決をめざす教育相談活動を行う。（毎学期）
【成果指標】不登校数が１0人以下、いじめの認知件数が１０％増加、１００％解消

②交通ルールの遵守や防災・減災教育の充実、道徳教育や人権学習を通して「自他の生命を尊重する意識と態度」
「あらゆる差別をなくしていく意識と態度」を高める取組を行う。（毎学期）

⑤校内研修会の充実や全員授業研による教師力の向上を図る。


